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 b. 給水拠点 

給水拠点は、以下のとおりである。 

 

図表 47 給水拠点となる施設一覧34 

施設名 住所 使用可能水量 

区立戸越公園（応急給水槽） 豊町２丁目１‐３０ 1,500 m3

区立しおじ公園（応急給水槽） 八潮５丁目６ 1,500 m3

都立林試の森公園（応急給水槽） 下目黒５丁目３７ 1,500 m3

都立八潮高等学校（小規模応急給水槽） 東品川３丁目２７‐２２ 100 m3

 

震災対策用井戸の設置状況は、以下のとおりである。 

 

図表 48 震災対策用井戸35 

設置場所 住所 日量 

西大井広場 西大井１丁目４‐１０ 約300m3

戸越公園 豊町２丁目１‐３０ 約170m3

荏原第一中学校 荏原１丁目２４‐３０ 約100m3
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 d. 広域避難場所 

【広域避難場所】 

広域避難場所は、震災時に発生する延焼火災から身の安全を確保するために

一時的に避難する場所で、東京都震災対策条例に基づき、東京都が指定する。

広域避難場所はおおむね5年ごとに見直されており、およそ5ha以上の空地や耐

火建物群、河川敷、グラウンド、学校、公園や緑地などのオープンスペース、

また輻射熱の影響が少ない安全な所まで後退できる奥行きがある場所などを

要件に選定されている38。 

品川区の広域避難場所は、10ヶ所が指定されている。 

大井町駅周辺地域の地区が割り当てられている広域避難場所は、ＪＲアパー

ト・品川区役所一帯、大井ふ頭一帯、大井競馬場・しながわ区民公園である。 

 

図表 55 大井町駅周辺地域の広域避難所39 
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